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第
48
回
衆
議
院
選
挙

は
10

日
告
示
さ
れ
û
22

日
投
開
票
に
向
け
選
挙

戦
中
で
す
ü

埼
玉
２
区
の
川
口
市

か
ら
は
û
７
選
を
目
指

す
元
総
務
大
臣
で
自
民

党
の
新
藤
義
孝
さ
ん

（

59）

û
前
県
議
会
議
員

で
希
望
の
党
か
ら
の
菅

克
己
さ
ん（

51）

û
日
本

共
産
党
の
平
川
道
也
さ

ん（

45）

の
３
人
が
出

馬
し
て
い
る
ü

（

掲
載
は
届
け
出
順
・

写
真
は
公
営
掲
示
板
か

ら）

各
候
補
者
の
公
約
は
½
候

補
者
が
配
布
し
て
い
る
リ
¿

フ
レ
ッ
ト
か
ら
¾

主
な
公
約
は
次
の
通
り
½
一

部
抜
粋
で
す
¾

◇
菅
克
己
さ
ん
の
公
約
ü

▽
引
か
な
い
！
曲
げ
な
い
！

あ
き
ら
め
な
い
！
▽
国
民
の

知
る
権
利
を
守
る
た
め
情
報

公
開
を
徹
底
す
る
▽
人
の
命

を
守
る
政
治（

地
域
の
実
情

に
合
っ

た
防
災
対
策
の
推

進
・
医
療
の
充
実
É
医
師
不

足
の
解
消）

▽
原
発
ゼ
ロ
へ

の
工
程
表
を
作
成
▽
立
憲
主

義
に
立
脚
し
½
未
来
志
向
の

憲
法
を
国
民
と
共
に
構
想
▽

平
和
主
義
の
も
と
外
交
・
安

全
保
障
政
策
を
展
開
す
る
¾

◇
平
川
道
也
さ
ん
の
公
約
ü

▽
ブ
レ
ず
に
ス
ジ
を
通

す
▽
国
保
税
・
介
護
保

険
料
の
値
上
げ
ス
ト
ッ

プ
½
大
幅
引
き
下
げ
を

衆議院選挙２２日投開票
奥ノ木市長「川口の未来を語る」

▽
教
育
・
福
祉
の
充
実
Ê

保
育
園
の
増
設
で
待
機

児
童
を
な
く
す
抜
本
対

策
を
▽
10
％
増
税
は
き

っ
ぱ
り
中
止
を
▽
再
稼

働
ス
ト
ッ
プ
½
原
発
ゼ

ロ
の
日
本
を
▽
戦
争
法

廃
止
・
憲
法
９
条
を
守

る
¾
▽
北
朝
鮮
を
対
話

に
よ
る
平
和
的
解
決
を
¾

◇
新
藤
義
孝
さ
ん
の
公
約
ü

▽
日
本
を
守
り
ま
す
▽

一
番
大
切
な
の
は
経
済

成
長
と
所
得
の
向
上
が

９
月
21
日
É
就
任
か
ら
３

年
６
ヶ

月
が
過
ぎ
た
½
奥
ノ

木
信
夫
川
口
市
長
は
½
リ
リ

ア
メ
イ
ン
ホ
¿
ル
で「

川
口

の
未
来
を
語
る」

と
題
し
て

経
過
報
告
を
兼
ね
½
市
政
報

告
会
を
開
催
し
た
¾

新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員
É
西

田
ま
こ
と
参
議
院
議
員
É
自

民
・
公
明
県
議
É
市
議
な
ど

列
席
し
½
大
勢
が
参
加
し
た
¾

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
¿
を
使
い
½

「

選
ば
れ
る
ま
ち」

政
策
の
基

本
姿
勢
½
市
民
の
目
線
に
合

わ
せ
た
地
方
自
治
の
実
現
É
中

核
市
移
行
を
踏
ま
え
健
全
な

財
政
運
営
の
ま
ち
を
目
指
す
¾

３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
成
進
む
！

小
中
学
校
全
教
室
の
エ
ア

コ
ン
設
置
完
了
¾
ド
ッ

グ
ラ

ン
・
バ
¿
ベ
キ
ュ

¿
場
を
開

設
Ê
防
犯
カ
メ
ラ
400
台
新
設
Ê

私
立
幼
稚
園
園
児
保
護
者
補

助
金
を
県
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス

へ
¾
市
産
品
フ
ェ

ア
等「

達

成
し
ま
し
た」

¾
　

３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
½

新
庁
舎
½
新
市
立
高
校
É
火

葬
施
設
・
歴
史
自
然
公
園
は

「

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す」

¾

み
ん
な
で
つ
く
る
川
口
の

元
気
É
第
２
ス
テ
¿
ジ
は
½

人
々
の
元
気
・
産
業
の
元

気
・
く
ら
し
の
元
気
・
ま
ち

の
元
気
・
地
域
の
元
気
を
½
ス

写真左から、飯塚孝行・幡野茂市議、奥ノ木信夫市長、
板橋智之県議、前原博孝市議。

ピ
¿
ド
感
を
持
っ

て
実
行
し

ま
す
¾

「

公
平
公
正
で
あ
る
こ
と
¾

弱
い
と
こ
ろ
に
光
を
あ
て
る」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
¿
ズ
に「

安

心
・
安
全
な
ま
ち」「

住
み
や

す
く
便
利
な
ま
ち」「

魅
力
あ

る
ま
ち」

に
し
て
½
更
な
る

「

選
ば
れ
る
ま
ち」

を
め
ざ
し

ま
す
と
¾

重
要
で
す
▽
子
ど
も
達
½

働
く
人
々
É
お
年
寄
り

の
た
め
の
安
心
と
安
全

を
つ
く
り
ま
す
▽
地

域
・
皆
で
作
る
川
口
の

未
来
の
元
気
魂
を
½
日

本
の
元
気
に
！
▽
資
源

小
国
か
ら
海
洋
資
源
大

国
へ
▽
日
本
の
領
土
と

主
権
を
守
る
▽
北
朝
鮮

の
脅
威
か
ら
½
国
民
を

守
り
抜
く
¾

★
新
郷
ス
ポ
¿
ツ
セ
ン

タ
¿
は
½
東
本
郷
小
学

校
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
¾
ご
注
意
く
だ
さ
い
¾

★
22
日
投
票
日
で
す
¾投

票
に
行
き
ま
し
ょ
う
¾

当
日
会
場
に
行
け
な

い
方
は
½
期
日
前
投
票

し
ま
し
ょ
う
¾
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
29
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会

９
月
23
日
É
青
木
会
館
ホ

¿
ル
に
お
い
て
½「
第
53
回
川

口
市
交
通
安
全
市
民
総
ぐ
る

み
大
会」

が
開
催
さ
れ
た
¾

市
で
は
½
川
口
全
市
民
に

対
し
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

と
½
交
通
安
全
思
想
普
及
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

っ
て
い
る
¾

１
部
の
式
典
で
は
½
功
労

賞
や
優
良
運
転
者
表
彰
É
日

本
一
短
い
交
通
安
全
手
紙
コ

ン
ク
¿
ル
表
彰
や
½
作
品
発

表
な
ど
が
行
わ
れ
た
¾

２
部
は
½
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
ジ
ャ

ズ
演
奏
や
福
引
抽

選
会
で
盛
り
上
が
っ
た
¾

新
郷
地
区
の
表
彰
者
は
次

の
通
り
¾

◇
交
通
功
労
者
▽
林
市
太
郎

（

東
本
郷）

◇
優
良
運
転
者
▽
45
年
以

上＝
薄
井
和
正（

新
堀）

½
▽

40
年
以
上＝

若
木
瑛
千（

蓮

沼）

½
▽
35
年
以
上＝

佐
藤
招

子（

本
蓮）
中
堀
義
孝（

東
本

郷）

½
▽
25
年
以
上＝
秋
山
武

久（

新
堀）

長
島
つ
や
子（

蓮

沼）

小
形
浩（

江
戸
袋）
½
▽

20
年
以
上＝

皆
川
忠
義（
新

堀）

川
上
富
子（

本
蓮）

½
▽

５
年
以
上＝

丹
野
正
治（

東

本
郷）

¾

◇
手
紙
コ
ン
ク
¿
ル
入
賞
者

▽
加
藤
徠
愛（

東
本
郷
小
２

年）

½
岡
田
紗
也
子（

新
郷
南

小
４
年）

½
瀬
川
瑠
音（

新
郷

南
小
６
年）

鈴
木
一
葉（

東

本
郷
小
５
年）

¾
敬
称
略

交
通
安
全
市
民
総
ぐ
る
み
大
会写真左から、奥ノ木信夫川口市長、若木瑛千さん、若谷正巳市議

会議長、須郷宗男武南警察交通課長。

武
南
警
察（

署
長＝

相
馬

豊
さ
ん）

は
½
イ
オ
ン
川
口

で
開
催
さ
れ
た
秋
の
交
通
安

全
運
動
の
集
い
で
½
川
口
青

陵
高
校
部
活
の
J
R
C
部
に

感
謝
状
を
贈
っ
た
¾

引
率
の
先
生
２
名
と
½
交

通
安
全
宣
言
を
さ
れ
た
部
長

の
½
小
野
寺
杏
さ
ん
ほ
か
17

名
が
武
南
署
を
訪
れ
た
¾

川
口
市
立
東
中
出
身
の
高

石
澪
さ
ん
は「

部
活
を
通
し

て
½
色
々
な
体
験
を
し
ま
す

が
½
警
察
署
を
訪
れ
た
事
は

素
晴
ら
し
い
経
験
で
す」

と
¾

相
馬
署
長
は「

J
R
C

部
É
青
少
年
赤
十
字
は
½
児

童
・
生
徒
が
赤
十
字
の
精
神

に
基
づ
き
½
日
常
生
活
の
中

今年、本蓮祭り親睦会（会長＝鈴木歳男さん）は陰祭りだが、10月1日、本郷支部（支部長＝金子
保男さん）は、板橋智之県議事務所で、神輿を飾り、模擬店を開き、「親子で昔遊びをしよう」と、ベ
ーゴマ大会・輪投げ・型抜きなど行い親睦を図った。
写真左から、西田仁昭さん、板橋智之県議、金子保男支部長、飯塚孝之市議、新藤義孝衆議院秘書の
東間亜由子さん。
下宿支部（写真下）は、町会（支部長＝佐久間仁さん）と、祭り（支部長＝及川紀男さん）が一体

となって、鈴木会長宅広場で、バーベキューをして楽しんだ。
写真左から、秘書の東間亜由子さん、飯塚孝行市議、鈴木会長、及川支部長、板橋智之県議。

２
支
部
で
陰
祭
り
を
祝
う

長
野
県
人
川
口
新
郷
会（

会
長＝

西
澤
聖
人
さ

ん）

は
û
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
や
そ
の
他
35
名
で
û

９
月
３
日
と
４
日
û
郷
土
訪
問
旅
行
を
行
い
ま
し

た
ü

１
日
目
は
û
長
野
善
光
寺
か
ら
û
北
向
観
音

を
ま
わ
り
û「

牛
に
ひ
か
れ
て
善
光
寺」

発
祥
の

地
小
諸
布
引
温
泉
へ
ü
雄
大
な
浅
間
山
を
眺
め
な

が
ら
の
露
天
風
呂
û
最
高
で
し
た
ü

２
日
目
は
û
懐
古
園（

写
真）

に
て
島
崎
藤

村
記
念
館
見
学
や
û
ワ
イ
ン
工
場
見
学
等
し
た
有

意
義
な
旅
で
し
た
ü

文
・
写
真
同
会
提
供
ü

県
人
会
郷
土
訪
問
旅
行

秋
の
交
通
安
全
運
動

青
陵
高
校
に
感
謝
状

で
の
実
践
活
動
を
通
じ
て
½
命

と
健
康
を
大
切
に
½
地
域
社

会
や
世
界
の
た
め
に
奉
仕
し
½

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
学
校
教

育
の
中
で
展
開
し
て
い
ま
す

ね
¾
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て

く
だ
さ
い」

と
激
励
さ
れ
た
¾

写
真
前
列
中
央
は
½
相
馬

署
長
É
左
端
は
須
郷
宗
男
交

通
課
長
と
½
川
口
青
陵
高
校

の
皆
さ
ん
¾

新郷TBG会員募集
～生涯スポーツ健康づくり仲間づくり～

川口発祥のターゲット・バードゴルフは、老若男女誰でも楽

しめます。毎日大勢の愛好家が楽しく健康づくり、仲間づくり

をしています。体験希望やクラブへの募集をしています。
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武
南
警
察
署
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わ
た
ろ
う
か
　
迷
う
気
持
ち
は
　
赤
信
号

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

歯
を
失
っ
た
人
に
と
っ
て

良
い
入
れ
歯
が
入
る
と
い
う

事
は
½
毎
日
の
食
事
の
楽
し

み
を
可
能
に
す
る
と
て
も
有

難
い
も
の
で
す
¾
い
わ
ゆ
る

健
康
長
寿
に
大
事
な
ア
イ
テ

ム
だ
と
考
え
て
い
ま
す
¾

し
か
し
½
こ
の
入
れ
歯
作

り
が
ピ
ン
チ
を
迎
え
て
い
ま

す
¾
限
ら
れ
た
医
療
費
の
枠

の
中
で
½
近
年
は
他
の
病
気

治
療
の
為
の
費
用
が
大
き
く

な
り
½
生
死
の
か
か
わ
り
の

少
な
い
入
れ
歯
作
り
ま
で
お

金
が
回
っ

て
来
な
い
の
が
現

状
で
す
¾

入
れ
歯
は
歯
医
者
が
作
っ

て
い
る
と
思
っ

て
い
る
で
し

ょ

う
が
½
歯
医
者
の
や
る
こ

と
は
型
取
り
と
咬
み
合
わ
せ

を
採
る
こ
と
だ
け
で
½
入
れ

歯
の
素
材
を
使
っ

て
作
り
上

げ
る
の
は
技
工
士
の
仕
事
で
½

そ
ち
ら
の
方
が
大
き
な
手
間

を
必
要
と
し
ま
す
¾

40
年
ほ
ど
昔
の
歯
医
者
は

金
銭
的
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
½

自
分
で
技
工
士
を
雇
い
共
同

で
入
れ
歯
作
り
を
し
て
い
ま

し
た
¾し

か
し
½
現
在
は
ほ
と
ん

ど
の
歯
科
医
院
が
外
注
に
出

し
て
い
て
½
十
分
歯
科
医
師

の
意
見
を
届
け
る
事
が
で
き

ず
に
½
入
れ
歯
が
出
来
上
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
¾

な
ぜ
外
注
に
す
る
か
と
い

う
と
½
１
人
の
技
工
士
を
雇

う
よ
り
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な

い
か
ら
な
の
で
す
が
½
そ
の

外
注
先
に
す
ら
多
く
の
手
間

代
を
保
険
で
は
支
払
う
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
½
入
れ
歯

を
作
る
技
工
士
が
年
々
減
少

し
て
い
っ
て
い
ま
す
¾

前
回
の
コ
ラ
ム
で
½
よ
く

出
来
た
入
れ
歯
は
芸
術
品
で

あ
る
こ
と
と
書
き
ま
し
た
が
½

そ
れ
を
作
る
に
は
経
験
を
積

ん
だ
技
術
力
や
治
療
回
数
の

増
加
É
そ
し
て
腕
の
あ
る
技

工
士
に
作
っ

て
も
ら
う
と
い

っ

た
こ
と
も
関
係
し
て
き
ま

す
¾
保
険
で
は
ま
か
な
い
切

れ
な
い
程
の
コ
ス
ト
が
か
か

っ

て
く
る
こ
と
に
も
な
る
の

で
す
¾

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

長
男
が
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都

ハ
ノ
イ
に
在
住
し
て
い
る
¾
今

年
の
夏
½
息
子
夫
婦
に
会
い

に
羽
田
を
出
発
É
片
道
で
６

時
間
ほ
ど
で
ハ
ノ
イ
に
到
着
Ê

直
行
便
が
出
て
い
る
の
で
便

利
で
あ
る
¾
帰
り
は
５
時
間

ほ
ど
で
あ
る
¾
ベ
ト
ナ
ム
に

行
く
の
は
３
回

目
É
日
本
企
業

が
続
々
進
出
し
½

観
光
客
ば
か
り

で
な
く
在
住
し
て
い
る
日
本

人
と
よ
く
出
会
う
¾
ベ
ト
ナ

ム
と
い
う
国
は
南
北
に
長
く
½

北
部
の
ハ
ノ
イ
に
は
四
季
が

あ
る
¾
大
変
½
自
然
に
も
恵

ま
れ
½
景
観
の
す
ば
ら
し
い

場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
¾

ベ
ト
ナ
ム
に
着
い
て
½
は

じ
め
て
知
っ
た
こ
と
は
½「

ク

ボ
タ
と
ホ
ン
ダ
は
½
誰
で
も

知
っ
て
い
る
¾」

と
い
う
こ
と

で
あ
っ

た
¾
何
の
こ
と
か
½

は
じ
め
は
わ
か
ら
な
か
っ

た

が
½
ク
ボ
タ
は
耕
運
機
½
ホ

ン
ダ
は
バ
イ
ク
の
こ
と
で
あ

っ

た
¾
機
械
は
日
本
製
が
多

い
¾
ど
こ
へ
行
っ

て
も
バ
イ

ク
½
人
が
多
い
と
い
う
こ
と

が
第
一
印
象
で
あ
る
¾
日
本

で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
½
家

族
で
バ
イ
ク
４
人
乗
り
が
日

常
茶
飯
事
に
見
か
け
る
¾
道

路
に
隙
間
な
く
バ
イ
ク
が
走

り
½
自
動
車
も
ほ
と
ん
ど
が

日
本
製
で
あ
る
¾
物
価
は
½

物
に
よ
っ

て
異
な
る
が
日
本

の
４
分
の
１
程
度
で
あ
ろ
う

か
¾
食
べ
物
も
お
い
し
い
し

品
物
も
数
多
い
¾
ベ
ト
ナ
ム

料
理
ば
か
り
を
想
像
し
て
し

ま
う
が
½
日
本
食
É
イ
タ
リ

ア
ン
料
理
½
中
華
と
何
で
も

あ
る
¾

ま
た
½
現
地
で
は
½
長
男

の
嫁
が
ベ
ト
ナ
ム
の
子
ど
も

た
ち
に
日
本
語
を
教
え
て
い

る
¾
公
用
語
は
ベ
ト
ナ
ム
語

で
あ
る
が
½
ハ
ノ
イ
の
学
校

で
は
日
本
語
が
第
１
外
国
語

に
な
っ

て
い

る
¾
塾
で
も
½

日
本
語
を
学

ぶ
子
ど
も
た

ち
が
多
い
¾
そ
し
て
½
日
本

で
働
き
た
い
と
い
う
若
者
が

非
常
に
多
い
¾
勤
勉
で
½
一

生
懸
命
に
学
ぶ
子
ど
も
が
多

い
と
い
う
¾

今
後
É
ま
す
ま
す
ベ
ト
ナ

ム
と
日
本
の
交
友
関
係
が
深

ま
る
と
感
じ
る
¾
ぜ
ひ
½
一

度
É
行
か
れ
て
み
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
¾

ベ

ト

ナ

ム

へ

の

旅

新
郷
南
小
学
校
　
校
長
　
久
保
田
　
真
一

10月1日、本蓮の㈱グリーンセレモニー（代表＝境啓次さん）鳩ヶ谷庁舎前の「家族葬会館グリーンホ
ールはとがや」の、グリーン倶楽部会員96名が参加して、恒例の日帰り旅行を行いました。
「秋だ！千葉だ！食べ放題だ！」をテーマに、三芳村雛の郷では、足湯・足ふみロードや買い物、道楽
園、海女小屋にて海鮮浜焼き食べ放題後、買い物や、はちみつ工房、和蔵酒造では見学や試飲等など。南房
総を満喫しました。　　文・写真同社提供。

新郷南小しんニャン祭り

板
橋
県
議
鳩
ケ
谷
に
後
援
会
発
足

9月30日、新郷南小学校（校長＝久保田真一さん）は、ＰＴＡ（会長＝小林和八さん）主催、第3回「し
んニャン祭り」を開催した。校庭内外での模擬店には、父の会の「特製手作り焼きそば」やフランクフルト
等飲食が販売。特別室やステージでも沢山の催しがあった。小林会長は「役員・父の会・教職員・地域の方
の協力で盛況に開催出来た。今後もより児童の喜んでもらえる祭にしていきたい」と。写真左から、堰口収
教頭、父の会木澤聡さん、小林会長、久保田校長、大栁祐一連合町会長、父の会原栄治さん。

東本郷の武南病院（院長＝長塩俊治さん）は、業務教育委員会主催による、第11回「看
護用具創意工夫展」を、9月28日～30日まで当病院多目的ホールで開催した。
「2年に１回の開催で、大成会での長汐病院、武南病院の合同で行われました。
毎日，患者様のケアの中から、アイデアがうまれ、今回は35作品を展示。簡単・安全・機
能的な面では、ちょっと自宅で作成が難しいものも有りましたが、サブテーマの～その人が
その人らしくなごやかに～に近づける作品が色々あったのではないかと思います。これから
も、日々ケアの中で活用し、次回に取り組んでまいりたいです。」と、勝田明子看護部長。
◇最優秀賞＝6階病棟、◇優秀賞＝７階、６階、◇委員会賞＝8階、長汐病院１・２病棟。

武
南
病
院
　
看
護
用
具
創
意
工
夫
展

10
月
７
日
û
南
鳩
ヶ
谷
公
民
館
に
於
い
て
û
板
橋

智
之「

南
鳩
ヶ
谷
地
区
後
援
会」

が
発
足
さ
れ
た
ü

来
賓
に
奥
ノ
木
信
夫
市
長
û
野
口
宏
明
市
議
を
迎

え
û
会
長
は
同
地
区
在
住
の
金
原
賢
さ
ん
に
ü

ス
タ
ッ
フ
を
入
れ
て
û
40
人
余
り
が
参
集
し
た
ü

グリーン倶楽部日帰りバスツアー



平成２９年９月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 　 　 武南警察署管内

人身事故  19,038 件（-777）  　   　  ５９３件（-４８）

死者数       121 名（+8）          ２名（-２）

負傷者   23,339 名（-1,118）  　 　  ７０７名（-４９）

物損事故103,760 件（+2,154）  　 3,０９１件（-６４）

平成29 年9月30 日 交通事故日報（カッコは前年対比）

２０１７年（平成２９年）１０月１８日（水曜日）　（４）第２６８号 新　 郷　 新　 聞

厚
生
労
働
省
は
½
国
内
の
業
者

が
製
造
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
製
造
予
定
量
が
½
去
年

度
を
下
回
る
と
報
告
Ê
医
師

が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合

を
除
き「

１
回
接
種」

を
徹

底
す
れ
ば
½
昨
シ
¿
ズ
ン
と
同
じ

く
ら
い
の
人
数
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
き
る
と
し
て
い
ま
す
¾

浦
和
地
区
で
は
½
今
年
早
く
も
½

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
声
が
聞
こ
え

て
い
ま
す
¾
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
対
策
と
し
て
は
½
①
流
行
前
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
で
す
¾
②
免
疫
力
を
高
め
る
た

め
に
½
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
・
睡
眠

不
足
・
運
動
不
足
・
偏
食
な
ど
は

解
消
し
ま
し
ょ
う
¾
③
う
が
い
½

手
洗
い
を
こ
ま
め
に
行
い
ま
し
ょ

う
¾
④
水
分
補
給
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

を
摂
取
し
ま
し
ょ
う
¾
⑤
湯
銭
に

浸
か
っ
て
体
温
を
上
げ
る
こ
と
も

免
疫
力
ア
ッ
プ
に
な
り
½
低
温
乾

燥
を
好
む
ウ
イ
ル
ス
の
活
動
を
抑

え
ま
す
¾（

入
浴
は
体
力
消
耗
に
も

な
る
た
め
長
風
呂
・
熱
い
湯
は
避

け
る）

⑥
咳
・
ク
シ
ャ
ミ
で
２
次

感
染
し
な
い
為
に
も
マ
ス
ク
を
着

用
Ê
⑦
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の

外
出
を
控
え
る
¾
⑧
初
期
段
階

で
は
症
状
を
抑
え
る
市
販
薬
を
服

用
し
ま
し
ょ
う
¾

早
め
の
対
応
で
½
健
康
な
毎
日

を
送
っ
て
下
さ
い
¾

保
険
薬
剤
師

中
山
　
久
仁
夫

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
�
271
�

今
月
の
新
郷
句
楽
部

名
月
に
老
い
て
も
心
弾
み
け
り
　
　
本
蓮
　
　
太
田
垣
登
志
乃

積
読
や
机
上
狭
し
と
秋
の
夜
　
　
　
大
竹
　
　
井
上
　
靖
子
　
　
　
　

名
月
や
滴
る
ば
か
り
夜
気
の
中
　
　
峯
　
　
　
山
田
案
山
子

空
耳
の
返
事
明
る
し
秋
の
昼
　
　
　
東
本
郷
　
豊
後
　
照
子

名
刹
の
萩
た
お
や
か
に
石
畳
　
　
　
芝
富
士
　
神
作
　
恵
子

朝
冷
え
や
山
の
朝
市
最
終
日
　
　
　
榛
松
　
　
相
沢
　
雅
乃

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
¾新

し
く
広
告
を
下
さ
る
方

か
ら
の
改
定
に
な
り
ま
す
¾
料

金
は
Ｈ
Ｐ
で
¾

ど
う
ぞ
½
よ
ろ
し
く
½
ご

協
力
下
さ
い
¾

新
郷
東
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

東
っ
子
祭
り
は
次
号
で
¾

「

新
郷
貝
塚」

休
み
ま
す
¾

次
号
は
11
月
15
日（

水）
発
行
で
す
¾

町
会
で
介
護
予
防
講
座
・
相
談
会

新
郷
貝
塚
若
宮
公
園
隣
の
½

片
野
貴
美
子
さ
ん
宅
の
½
ブ

ロ
ッ

ク
塀
と
コ
ン
ク
リ
¿
ト

太
蔵
流

「

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
技
術」

を
聞
い
て
！

で
談
笑
し
ま
し
た
が
½
と
て

も
気
さ
く
で
謙
虚
な
好
青
年

と
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
¾

講
演
内
容
は
½
北
海
道
で

生
ま
れ
育
っ

た
幼
少
期
か
ら

話
が
始
ま
り
ま
し
た
¾
恵
ま

れ
た
家
庭
環
境
で
育
っ

た
も

の
の
½
就
職
氷
河
期
と
言
わ

れ
た
頃
に
大
学
を
中
退
し
½
ビ

ル
の
清
掃
員
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
た
そ
う
で
す
¾

あ
る
時
É
永
田
町
の
ビ
ル

の
ト
イ
レ
掃
除
を
一
生
懸
命

に
や
っ

て
い
る
姿
を
見
て
い

た
½
日
頃
挨
拶
を
交
わ
す
程

度
の
ド
イ
ツ
証
券
の
役
員
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
契
約
社
員

と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
¿
ド
か
ら
½

内
容
が
盛
り
上
が
っ

て
き
ま

し
た
¾

そ
の
後
É
上
司
か
ら
郵
政

民
営
化
に
つ
い
て
の
調
査
を

依
頼
さ
れ
½
自
民
党
の
候
補

者
公
募
論
文
テ
¿
マ
が「

郵

政
民
営
化
と
構
造
改
革」
と

知
り
½
な
ん
と
こ
れ
に
応
募

を
思
い
立
ち
½
そ
こ
か
ら
½

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
½
ま
さ
か

の
当
選
に
至
っ

た
プ
ロ
セ
ス

を
楽
し
く
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
¾後

に
２
回
目
の
衆
議
院
選

挙
に
は
落
選
し
ま
す
が
½
そ

こ
か
ら
議
員
時
代
の
豊
富
な

経
験
？
を
活
か
し
た
Ｔ
Ｖ
出

演
や
マ
ス
コ
ミ
で
の
ご
活
躍

は
ご
存
知
の
通
り
で
す
¾

90
分
の
時
間
が
と
て
も
短

く
感
じ
る
½
し
か
も
解
り
や

す
い
内
容
に
½
起
こ
し
頂
い

た
お
客
様
も
満
足
し
て
頂
け

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
¾

埼
玉
県
議
会
議
員

板
橋
　
智
之

ハ
ロ
ウ
イ
ン
コ
ン
サ
ª
ト

◇
日＝

10
月
21
日（

土）

◇
時＝

19：

00
開
演

◇
所＝

草
加
せ
ん
べ
い
の
庭

◇
チ
ケ
ッ
ト＝

大
人
２
千
円

◇
高
校
生
以
下
10
円

◇
お
土
産
付

◇
曲
目＝
愛
の
夢
・
オ
ペ
ラ

「

天
国
と
地
獄」

よ
り

「

ハ
エ
の
二
重
唱」

他

◇
出
演＝

金
刺
美
穂

イ
ベ
ン
ト
情
報

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
の
50
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
½
同
川
口
支
部

が
主
催
と
な
り
杉
村
太
蔵
氏

オ
¿
プ
ン
セ
ミ
ナ
¿
が
９
月

27
日
É
フ
レ
ン
デ
ィ

ア
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
¾

杉
村
氏
と
言
え
ば
½
議
員
当

選
直
後
に「

早
く
料
亭
に
行

っ

て
み
た
い」

の
問
題
発
言

で
一
躍
有
名
と
な
り
½
当
時

の
武
部
幹
事
長
か
ら
厳
重
注

意
を
受
け
る
等
½
議
員
活
動

以
外
で
何
か
と
注
目
を
浴
び

て
い
た
方
で
あ
り
ま
す
¾

ど
の
様
な
お
人
柄
か
気
に

な
っ

て
い
ま
し
た
が
½
あ
に

は
か
ら
ん
や
講
演
前
に
控
室

新
堀
町
会（
町
会
長＝

大

熊
恒
久
さ
ん）

は
½
９
月
20

日
É
同
町
会
会
館
で
½
介
護

予
防
講
座
＆
相
談
会
を
開
催

し
た
¾

講
師
は
½
新
郷
東
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
¿
の
皆
さ
ん

で
½
開
会
挨
拶
は
所
長
の
岩

渕
健
一
さ
ん
¾
講
座
の
始
め

は
½
主
任
介
護
支
援
専
門
員

の
宇
田
潤
さ
ん
が
½
介
護
予

防
に
つ
い
て
¾
次
い
で
看
護

師
の
小
久
保
幸
子
さ
ん
が
½
認

知
症
予
防
講
座
を
行
っ
た
¾

そ
し
て
½
新
堀
に
あ
る
地

域
密
着
型
通
所
介
護「

ま
ご

こ
ろ
家
族
・
川
口」

の
沼
口

俊
夫
さ
ん（

写
真）

が
½「

安

心
で
き
る
½
ま
る
で
自
宅
に

い
る
よ
う
な
生
活
で
½
元
気

が
回
復
で
き
る
½
古
民
家
型

ア
ッ

ト
ホ
¿
ム
な
デ
イ
サ
¿

ビ
ス
の
½
当
ホ
¿
ム
で
の
過

ご
し
方
の
１
日
の
流
れ」

と

題
し
て
½
公
演
を
行
っ
た
¾

ど
根
性
冬
瓜

武
南
警
察
署（

署
長＝

相

馬
豊
さ
ん）
よ
り
½
小
紙
編

集
長
の
小
堀
鶴
男
に「
警
察

官
採
用
試
験
募
集
活
動
に
積

極
的
に
協
力
さ
れ
½
県
警
察

の
将
来
を
担
う
優
秀
な
人
材

の
採
用
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た」

と
感
謝
状
を
頂
い
た
¾

さ
ら
に
½
新
郷
新
聞
を
通

じ
て
½「

警
察
業
務
な
ど
の
広

報
活
動
に
積
極
的
に
協
力」

を

さ
れ
た
と
¾

写
真
右
が
相
馬
署
長
と
編

集
長
Ê

イ
エ
ロ
ý

ベ
ン
チ
ャ
ý
ズ
ラ
イ
ブ

◇
第
７
回
東
日
本
大
震

災
義
援
金
チ
ャ
リ
テ

ィ
ý
ラ
イ
ブ

◇
日＝

10
月
29
日(

日)

◇
時＝

14
時
開
演

◇
所＝

鳩
ヶ
谷
市
民
セ

ン
タ
ý(

ダ
ヴ)

◇
入
場
無
料

山
﨑
英
介
個
展

◇
日＝

þ
10
月
24
日（

火）

迄

◇
時＝

11
時
þ
18
時

◇
場
所＝

Ｓ
Ｅ
Ｚ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｒ
Ｔ
　
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ

◇
住
所＝

東
京
都
渋
谷
区

神
宮
前
３-

６-

７

◇
電
話＝

０
３（

６
４
５
５）

５
８
４
０

おしゃれなフランス風地方料理

ピエールピコ開店15周年記念
読書の秋　スポーツの秋　食欲の秋

北欧産サーモンステーキセット\2000（税込）
極み埼玉県産香り豚ロースセット\2000（税込）
北海道産ホタテ貝セット\2000（税込）
秋の味覚コース(フルコース) \4200（税込）等
“最高の料理と真心こめたサービスを”

投稿

川
口
市
総
合
防
災
訓
練

◇
日＝

10
月
29
日（

日）

◇
時＝

８
時
30
分
ÿ
12
時
00
分

◇
所＝

新
郷
地
区
の
避
難
所
等

７
会
場

新
郷
小
û
新
郷
南
小
û
新
郷

東
小
û
東
本
郷
小
û
東
中
û

榛
松
中
û
心
身
障
害
福
祉
セ
　
　

ン
タ
ý
わ
か
ゆ
り
学
園

◇
内
容＝

簡
易
ト
イ
レ
作
成

訓
練
û
応
急
給
水
シ
ス
テ
ム

作
成
訓
練
û
発
電
機
・
投
光

器
訓
練
û
炊
き
出
し
訓
練
û

マ
イ
コ
ン
メ
ý
タ
ý
取
扱

訓
練（

新
郷
南
小
・
榛
中）

û

マ
ン
ホ
ý
ル
ト
イ
レ
設
置
訓

練（

新
郷
南
小）

û
医
療
救
護

訓
練（

新
郷
南
小）

ü

通
路
の
間
の
½
５
㎜
程
の
隙

間
か
ら
茎
を
出
し
½
右
に
４

間
É
左
に
１
間
半
に
伸
び
た

冬
瓜
に
½
５
つ
の
実
が
な
っ

た
¾
２
つ
は
落
ち
て
し
ま
っ

た
が
½
残
っ

た
３
つ
は
立
派

に
成
長
し
た
¾

「

昨
年
頂
い
た
冬
瓜
の
種

が
飛
ん
だ
と
思
う
¾
こ
ん
な

狭
い
と
こ
ろ
か
ら
½
食
べ
ら

れ
る
ま
で
に
成
長
し
た
な
ん

て
び
っ

く
り
½
ど
根
性
冬
瓜

で
す
ね」

と
片
野
さ
ん
¾

編
集
長
に
感
謝
状

（

ソ
プ
ラ
ノ）

北
村
哲
朗（

バ
リ
ト
ン）

岩
谷
礼
子（

ピ
ア
ノ）

◇
問＝

０
９
０（

９
３
６
８）

７
６
０
１
金
刺
ま
で

杉村太蔵さんと板橋智之県議

あ
と
が
き

セ
ゾ
ン
ア
¿
ト
ギ
ャ

ラ
リ

¿
で
個
展
を
開
催
中
の
½
川

口
市
峯
在
住
の
山
﨑
英
介
さ

ん
は
½
日
本
を
代
表
す
る
画

家
で
す
¾（

イ
ベ
ン
ト
参
照）

本
誌
が
事
務
局
の「

異
業

種
交
流
会」

に
も
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
¾

都
合
が
い
い
方
É
是
非
と

も
見
に
行
っ
て
下
さ
い
¾

本
誌
は
広
告
代
で
取
材
・

印
刷
・
発
行
し
て
い
ま
す
¾

本
誌
に
広
告
を
下
さ
っ

て

い
る
個
人
É
企
業
の
皆
さ
ん
½

お
陰
様
で
恙
な
く
発
行
出
来

て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
¾

広
告
É
名
刺
広
告
を
下
さ

っ

て
い
る
方
に
は
記
事
で
忖

度
致
し
ま
す
¾

広
告
代
改
定
の
お
知
ら
せ
¾

創
刊
か
ら
改
訂
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
½
こ
の
度
É
創

刊
22
年
目
で
初
め
て
改
訂
さ


